
活動紹介

　令和5年3月24日に、「新しい東北」官民連携推進協議会の代表・副代表団体の皆様にオンラインで

お集まりいただき、令和4年度運営委員会を開催しました。

　会合では、協議会事務局より令和4年度の活動報告・令和５年度の活動の方向性の説明を行い、日本

商工会議所、特定非営利活動法人いわて連携復興センター及び福島大学より、それぞれの取組について

紹介いただきました。

　その後、次年度の協議会の活動への期待と今後の復興に対する考えについて意見交換を行いました。

　意見交換の中では、現在協議会で行われている様々な取組について、KPI的なわかりやすい形での目

標を持ちながら展開すると、それぞれの成果も含めて可視化が図られるのではないか、情報発信におい

ては誰に何を届けたいのか等を明確にして、HPのみではなくSNS等の様々な手段を駆使すると効果的

になるのではないか、といった意見が挙げられました。

　また、県や大学、連携復興センター、銀行、経済団体等の取組との連携に関する意見、東北県外から

の移住者やこれからを担う若い世代を巻き込んだ取組を進めていくべきという意見、復興のステージが

進む中で、被災３県に共通の課題、固有の課題があるので、それぞれの置かれている環境に合わせた取

組を進めるべきという意見、協議会の活動を発展させていくためにはこれまで以上に多様な主体と連携

してネットワークを強化していくことが重要という意見など、様々なご意見をいただきました。最後に

復興庁から、各運営委員の意見を踏まえて次年度の取り組みに繋げていきたいとコメントしました。

　「新しい東北」官民連携推進協議会では、会員間や各地域における主要関係機関の連携促進のため、

引き続き、被災3県での意見交換の実施に取り組んでまいります。また、「新しい東北」の創造に向けた

これまでの取組を通じて蓄積したノウハウを被災地内外へ普及展開していくとともに、引き続き、被災

地への支援を復興状況等に応じて重点的に実施してまいります。
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一覧に戻る

協議会の活動

活動紹介

特集記事サイト

TOP >  協議会の活動 >  活動紹介 >  「新しい東北」官民連携推進協議会　令和4年度運営委員会を開催しました。

協議会の活動

・協議会の概要

・協議会の活用例

・設立趣意書

・設立人発起人名簿・御挨拶

・会員名簿

・3つの分科会

・運営要綱

・ロゴ・リンクバナー

・facebookページ
・連携支援制度・セミナー制度

・「新しい東北」交流会

・「新しい東北」情報発信事業

・新しい東北×究極のお土産

・「新しい東北」キッチン

・共創力で進む東北プロジェクト

・ビジネス創業支援事業

・復興ビジネスコンテスト

・関係人口増加プロジェクト事業

・東日本大震災10年目企画

・10年を迎えた思い

 

©2019「新しい東北」官民連携推進協議会.AllRightReserved.

「新しい東北」官民連携推進協議会　令和4年度運営委員会を開催しまし

た。

新しい東北とは 支援情報

会員募集・会員情報の変更

分野別ポータル

これまでの取組・活動

プレスリリース

会員の方へ（申請様式等）

メールマガジン登録/解除

ご利用にあたって

プライバシーポリシー

よくある質問

サイトマップ

お問い合わせ


